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学校関係者評価報告書 

 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹デザインカレッジ 学校関係者評価委員会は、令和５年度学校自己評価に

基づく学校関係者評価を実施致しましたので、報告致します。 

                                    令和６年１１月１日 

                          学校法人穴吹学園 

専門学校穴吹デザインカレッジ 

学校関係者評価委員会 

 

１．学校関係者評価の目的 

より実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の観察や意見交換等を通じて、専門学校穴吹デザイ

ンカレッジの自己評価の結果を評価することを目的とした委員会を置く。 

委員会は、専門学校穴吹デザインカレッジが行った教育活動及び学校運営の状況についての自己評価の結

果を踏まえた本校の評価を行い、その結果を校長に報告する。 

 

２．学校関係者評価委員会  

（委員） 

 鉄川 裕崇 香川県建築士事務所協会 会長（欠席） 

岡 伸紀 あなぶき・きなりの家株式会社 取締役 

 久米 潔美 株式会社穴吹カレッジサービス 広告制作部 穴吹デザインプラス 部長 

 鶴川 信一郎 株式会社ウィザード 代表取締役（欠席） 

 井手 優美 株式会社白泉社 マンガ Park 編集長 

 瀧下 直樹 株式会社ジーン 第１開発事業部 香川スタジオ 室長 

森川 崇  元香川県立高等学校校長 

金子 達雄  香川県立高松工芸高等学校 

岩﨑 浩明 香川県立善通寺第一高等学校 

 入宮 小夜子 穴吹デザインカレッジ 保護者会支部長（欠席） 

 田村 享昭 穴吹デザインカレッジ 卒業生 

 （学校教職員） 

 森川 和哉  穴吹デザインカレッジ 校長 

加藤 猛   学校法人 穴吹学園 高松 統括副校長 

佐戸 三千代 穴吹教育総合研究所 所長 

 西尾 通哲  穴吹デザインカレッジ 副校長 

 南 敦子   穴吹デザインカレッジ 教務部 部長 

 松尾 誠司  穴吹デザインカレッジ 教務部 次長 

 髙橋 潤   穴吹デザインカレッジ 教務部 教務課長代理 

 中田 忠志  穴吹デザインカレッジ 教務部 主任 

 眞鍋 量臣  穴吹デザインカレッジ 教務部 主任 

 長川 信也  穴吹デザインカレッジ 教務部 



 

３．学校関係者評価委員会実施日時 

 開催日時 令和６年１１月１日（金）１５：３０～１６：３０ 

 開催場所 学校法人穴吹学園 穴吹デザインカレッジ ６階 オープンスペース 

 

４．自己評価結果の説明･報告（自己評価報告書参照） 

当校の｢教育理念｣｢目的｣及び｢令和６年度の目標と計画｣について説明し、各自己評価項目について｢評価

結果（総括）｣｢取組状況とその分析｣及び｢今後の改善方策等｣について報告がなされた。 

書式は香川県版一般社団法人香川県専修学校各種学校連合会様式にて実施し、各評価項目については、

「A」十分である・「B」おおむね十分である・「C」やや不十分である・「D」不十分である の４段階にて評

価している。   

 さらに「令和６年度事業報告」並びに「令和５年度保護者アンケート」の実施結果について報告がなさ

れた。 

 

５．意見交換、質疑応答 

〇自己評価において、現在「Ｂ」となっている項目についても、様々なプロジェクトが進行しており、 

 次年度には結果報告が出る見込みです。 

 

○保護者等への情報発信として、紙媒体よりもＳＮＳ等への移行が進んでいる。成績表送付の際に、 

 ＳＮＳの情報を同封すれば、周知できるのではないか。 

 

○公立高校では、保護者へメールを一斉配信し、必ず確認してもらうようなシステムになっている。 

 穴吹でも活用できるのではないか。 

 

○それぞれ業界への就職がどのくらいできているのか知りたい。それが情報として発信できれば、募集に

つながるのではないか。 

 

○卒業生の動向や業界の魅力の発信を強化していくことで、入学生増加につながるのではないか。 

 

○評価基準が科目担当者によって違うことがないように、ルーブリックを作成し、学生・保護者に共有し

た方がいいのではないか。 

 

  

     本日は貴重なご意見を賜り誠にありがとうございました。これからも皆様のご期待に添えますよう、教

職員一同、日々努力して参りますのでよろしくお願い申し上げます。 

                                          以 上 


